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　　　　　　　　　　　　　小遊星の光度と色指数

　日月『や四大遊星の光度は1916年にH・N・Ru・sell氏が逡賊した有名な研究〔Ap・J・

43〕があり，其の結果：，色指藪は太陽が0・79・である0）に，月は1・18，木星は0・50，火

星は1・38であると知れた・小遊星の色については1927－28年にllobrovnik・ff〔L・0・B・

407〕の研究により，或る12個の星のスペクPレG型のものよりも紫色が鹸け，只（1）

セレス星と（4）”’tスタ星だけは日光よりもむしろ旧いと知れた．近年エロスの近接の

際，Baade氏は其の色指数を0・65と見，　Delporte及Bourge・is爾氏は0・77と見た・

　米國ヤ1キ1ス天白毫のA・W・Recht氏は1932年以内同所の30糎赤道儀を用みて，
次の36個の小遊星の爲眞光度と寓眼光度と，從って色指鍛とを観測決定した・
　（1），　（2），　（3），　（5），　（6），　（7），　（10），　（IL）），　（J5），　（16），　（18），　（19），　（24），　（29），　（30），　（32），

　（37），　（40），　（44），　（49），　（，i）6），　（64），　（67），　（R．　O），　（9，　O），　（102），　〈103），（111），（117），　（185），

　（203），　（216），　（236），　（，308），　（or　16），　（737）．

　此等の申には（15），（16），（30），（44）等，明らかに攣光するのがあり・Halw（・・d女史

によれば7個が攣吊するとも言はれてるる・此等の小遊星ρ）色指数は0・0－L4までに

分布し，大面は大遊星の範園と同じで，最多藪は太陽の1直0・79に近い・叉，Staude女

史が研究しt：　・J・遊星族〔Russ・Ast・J・2」，52、1925）〕や雫山清次氏の小遊星族〔Jap・

∫．ofA・1，55（1922）〕中の星についても色の分布は甚だ廣い・從って軌道：の性質と色

との間に關係は無いらしいと・〔A・J・1018〕

　　　　　　　　　　　　　F－G型の星の敷
　米國ニウヨ｝ク市のコロンビヤ大剛天交毫のJ・Schilt氏は近年F5乃至G5型の
星の籔と其の分布状態について（a）Yale帯目錐と（b）南天待撰面と（c）C，doba調
査中の4緯度幣とにより研究した結果，下の如き一覧表を得たのは1933年末であった・
CA．　J．　1008］
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3Yale目錐（全天の一割）より

考

；Yale　目録よりは34360，　C｛，rdoba帯よりは32970

南天特撰面より

　其の後，S・∫・HiU女史は赤緯＋20。ノ＋25。の範園に於いてF5－G　5星の数を研

究した・結果は
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　　　57
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　　　853

中銀緯
　　35
　　62
　123
　312
　827

高銀緯
　36
　60
　115
　297
　720

即ち高銀緯と共に星数の滅少することを知り得た〔A・J・ユ015）

　　　　　　　　　　井ルソン山．よリ恒星視差観測報告
米國ヰルソン由天文墾のA・Van　Maanen氏はA．　J．723，755，800，846，903，962，

の諸號の遅きとして大反射鏡による恒星視差の槻弓結果をA・∫・1016に報告してみ
る中に，興味ある星を墾げると・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイプ固有蓮動相i封競差星
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P　　　　　＿　　　　0．001
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恒星の雫均覗差の計算式
　米国Indiana大官の天文壷のEK・Edmondson氏は恒星の一群について其の競線
速度と固有運動から縦縞の昏絶親差を計算する式を一昨年登表した・〔A・J・974〕

期・　噸差・一・…6・興国1
但し，yは固有運動，　Rは出線速度である・
　捷國プ71グのし恥lcs大露天文部の∫・M・MQhr氏は，固有蓮動や覗差速度等が
比較的よく知れてみる星の群に此の弍を慮用して如何なる効果があるかを研究した・
其の結果，

　a）群に薦する星置が銀経中に叩く分布してみる場合
　b）若し絶甥覗線速度の大きい星と小さい星とが比例しでるる揚合
には何れも上記のEdm・ndsonの式は理想的であることが知れた・
　同時に，叉，此の式を利用して，星の蓮動の系統的誤差を登見するために有効なこ
とが知れた・〔A．J．1016〕

　　　　　　　　　　　　　白色媛星のリスト
　今日，白色綾星叉は其れらしいと思はれるものの一覧表を瑞國ルンド大學のJ・Tuo－
minne．氏が下の如く作った〔Meddelande　139・〕
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フイシや博士の死
米國ハープ1ド大塩天文i肇に於いで多年流星や唄石の研究をしてみたWillerd　J・Fi“
sher博士は，一昨1933年自分が訪問した時にも元町な顔で限石の話をしてゐられたが・
最近報によると，表九月2日に66歳の高齢を以って，逝去せられた由・


